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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成30年4月19日(2018.4.19)
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月12日(2018.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－約５０ｎｍ～約５００μｍの厚さ、および複数の細孔を有するシリカシェルであって
、
約０．２μｍ～約１５００μｍの直径を有し、約０．００１ｇ／ｃｍ３～約１．０ｇ／ｃ
ｍ３の密度を有するカプセルを形成するシェルからなるシリカマイクロカプセルであって
、
前記シェルが約０％～約７０％のＱ３構造および約３０％～約１００％のＱ４構造からな
り、または
前記シェルが約０％～約６０％のＴ２構造および約４０％～約１００％のＴ３構造からな
り、または
前記シェルがそのＴおよびＱ構造の組み合わせからなり、
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前記カプセルの外表面が官能基により覆われる、カプセル；
－前記シリカマイクロカプセルに結合した炭素同素体からなる炭素同素体－シリカ複合材
料。
【請求項２】
　－約５ｎｍ～約１０００ｎｍの直径を有するシリカナノ粒子からなるシリカ部分に結合
した炭素同素体であって、
前記シリカナノ粒子の外表面が官能基により覆われる、同素体からなる炭素同素体－シリ
カ複合材料。
【請求項３】
　前記シリカマイクロカプセルの前記厚さが約５０ｎｍ～約２４０μｍである、請求項１
に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項４】
　前記シリカマイクロカプセルの前記直径が約０．２μｍ～約５００μｍである、請求項
１に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項５】
　前記シリカマイクロカプセルの前記密度が約０．０１ｇ／ｃｍ３～約０．５ｇ／ｃｍ３

である、請求項１に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項６】
　前記炭素同素体が前記シリカ粒子の前記官能基に共有結合される、請求項１に記載の炭
素同素体－シリカ複合材料。
【請求項７】
　前記炭素同素体が前記シリカ粒子の表面に非共有結合される、請求項１に記載の炭素同
素体－シリカ複合材料。
【請求項８】
　前記シリカ粒子の前記官能基がヒドロキシル基、カルボン酸基、チオール基、アミノ基
、ベンジルアミノ基、クロロプロピル基、ジスルフィド基、エポキシ基、メルカプト基、
メタクリレート基、ビニル基、およびこれらの組み合わせである、請求項１に記載の炭素
同素体－シリカ複合材料。
【請求項９】
　前記炭素同素体が官能化される、またはされない、請求項１に記載の炭素同素体－シリ
カ複合材料。
【請求項１０】
　前記炭素同素体の前記官能基が窒素含有官能基、酸素含有官能基、硫黄含有官能基、ハ
ロゲン含有官能基およびこれらの組み合わせである、請求項１に記載の炭素同素体－シリ
カ複合材料。
【請求項１１】
　前記窒素含有官能基がアミン基、ケチミン基、アルジミン基、イミド基、アジド基、ア
ゾ基、シアネート基、イソシアネート基、ニトレート基、ニトリル基、ニトライト基、ニ
トロソ基、ニトロ基、ピリジル基およびこれらの組み合わせであり、
　前記硫黄含有官能基がスルフヒドリル基、スルフィド基、ジスルフィド基、スルフィニ
ル基、スルホニル基、スルホ基、チオシアネート基、カルボノチオイル基およびこれらの
組み合わせであり、
　前記酸素含有官能基がヒドロキシル基、カルボニル基、アルデヒド基、カルボキシレー
ト基、カルボキシル基、エステル基、メトキシ基、ペルオキシ基、エーテル基、炭酸エス
テルおよびこれらの組み合わせであり、
　前記ハロゲン含有官能基がフルオロ、クロロ、ブロモ、ヨードおよびこれらの組み合わ
せである、請求項１０に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項１２】
　前記炭素同素体が黒鉛、グラフェン、炭素ナノファイバー、炭素ナノチューブ、Ｃ６０
フラーレン、Ｃ７０フラーレン、Ｃ７６フラーレン、Ｃ８２フラーレン、Ｃ８４フラーレ
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ン、およびこれらの組み合わせから選択される、請求項１に記載の炭素同素体－シリカ複
合材料。
【請求項１３】
　前記シリカマイクロカプセルの前記シリカシェルが約４０％のＱ３構造および約６０％
のＱ４構造、または約１００％のＱ４構造からなる、請求項１に記載の炭素同素体－シリ
カ複合材料。
【請求項１４】
　前記シリカマイクロカプセルの前記細孔が約０．５ｎｍ～約１００ｎｍの細孔径を有す
る、請求項１に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項１５】
　前記シリカマイクロカプセルの前記官能基がヒドロキシル基、アミノ基、ベンジルアミ
ノ基、クロロプロピル基、ジスルフィド基、エポキシ基、メルカプト基、メタクリレート
基、ビニル基、およびこれらの組み合わせである、請求項１に記載の炭素同素体－シリカ
複合材料。
【請求項１６】
　前記官能基が官能性トリメトキシシラン、官能性トリエトキシシラン、官能性トリプロ
ポキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、
ビニルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－メタク
リロキシプロピルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルトリエトキシシラン、ビス－
（トリエトキシシリルプロピル）テトラスルファン、メチルトリエトキシシラン、ｎ－オ
クチルトリエトキシシラン、およびフェニルトリメトキシシラン、ならびにこれらの組み
合わせから選択されるオルガノシランにより提供される、請求項１５に記載の炭素同素体
－シリカ複合材料。
【請求項１７】
　前記炭素同素体－シリカ複合材料が分子に充填される、請求項１に記載の炭素同素体－
シリカ複合材料。
【請求項１８】
　前記分子が蛍光分子、磁気粒子、触媒分子、生体高分子、またはこれらの組み合わせで
ある、請求項１７に記載の炭素同素体－シリカ複合材料。
【請求項１９】
　前記磁気分子が磁気ナノ粒子である、請求項１８に記載の炭素同素体－シリカ複合材料
。
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